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高齢者の肺炎の重症化防止を目的として、肺炎球菌ワクチンの予防接種費用を１回助成します。
●対象年齢
・65 歳（昭和 30 年４月２日～昭和 31 年４月１日生）
・60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度

の障害を有する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
有する方で接種を希望する方。

≪特例措置により対象者となる方≫
・70 歳（昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日生）　・75 歳（昭和 20 年４月２日～昭和 21 年４月１日生）
・80 歳（昭和 15 年４月２日～昭和 16 年４月１日生）　・85 歳（昭和 10 年４月２日～昭和 11 年４月１日生）
・90 歳（昭和 5 年４月２日～昭和 6 年４月１日生）　　　・95 歳（大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日生）
・100 歳（大正 9 年４月２日～大正 10 年４月１日生）　　　　
※ 65 歳以上の対象者には個別通知を送付しました。
※ 60 ～ 65 歳未満で該当となる方は、事前に手続きが必要です。保健福祉部 保健課にお問い合わせください。

●接種費用　自己負担金 2,000 円　　　●対象外　既に高齢者肺炎球菌ワクチンを１回接種している方
※過去に接種していることが確認された場合は、全額自己負担となります。ご注意ください。

●接種期間　４月１日（水）～ 3 年３月 31 日（水）　 
●持参物　予診票、高齢者肺炎球菌ワクチン接種済証、健康保険証、健康手帳（お持ちの方）
●接種場所　各医療機関　※一部取り扱わない医療機関もあります。電話などで確認してから受診してください。

≪高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種≫

≪子どもの予防接種≫
①麻しん・風しん（ＭＲ）第２期予防接種
乳幼児期（生後12カ月～24カ月未満）に接種した「麻しん・風しん（Ｍ
Ｒ第1期）予防接種」に対する免疫を追加するものです。
はしかは、毎年春頃に流行します。できるだけ 4 月から 6 月の間に予防
接種を受けましょう。
●対象者　小学校就学前の 1 年間にある方
②ジフテリア・破傷風（ＤＴ）第２期予防接種
乳幼児期に接種した「三種混合予防接種」に対する免疫を追加する
ものです。
●対象者　11歳～13歳未満の方
③日本脳炎（第 2期）予防接種
第1期3回と第2期1回（計４回）の接種が必要です。
母子健康手帳を確認し、接種しましょう。
●対象者　定期：今年度9歳～13歳未満の方

特例：平成19年4月1日以前に生まれた20歳未満の方
≪上記の共通事項≫
●持参物　①予診票　②母子健康手帳　③健康保険証
●費用　自己負担なし※対象年齢を過ぎると有料になります。

　ホールボディーカウンターによる内部被
ばく検査を受けることができます。
●対象者　２歳以上
●検査日時

第２・第４火曜日　午後 1 時～ 4 時
（祝日、年末年始を除く）

●検査場所
田村市放射線健康管理センター

（常葉保健センター内）
●申込方法

完全予約制です。
予約ダイヤル：(75-2003（都路診療所）
予約受付：月曜日から金曜日（祝日を除く）

午前 8 時 30 分～午後 5 時

≪内部被ばく検査≫

≪風しん追加対策抗体検査・第 5 期定期予防接種≫
これまで、風しんワクチンの公的接種を受ける機会がなかったため抗体保有率の低い方を対象に、風しん抗体検査・
予防接種を行っています。
●対象者　昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性の方
●費用　個人負担なし、有効期限あり：令和 4 年 3 月末
●持参物　①クーポン券　②健康保険証　③予防接種を受ける方は抗体検査の結果

※今年度クーポン券発行者：昭和 37 年 4 月 2 日～ 47 年 4 月 1 日生まれの男性：4 月中旬にクーポン券を郵送
します。

※令和元年度クーポン券発行者は、クーポン券の有効期限を令和 4 年 3 月末まで延長します。
対象者：昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生まれの男性

※対象者がクーポン券をなくされた場合は、市役所保健課の窓口で再発行ができます。この機会にクーポン券を
利用して無料で抗体検査、予防接種を受けてください。
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今
回
は
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
皆
さ
ま
に
ご
報

告
が
あ
り
ま
す
。 

な
ん
と
、
市
政

だ
よ
り
10
月
号
で
お
話
し
し
て
い

た
、
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

完
成
し
、
新
た
な
拠
点
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
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新
た
な
拠
点
の
名
前
は
、
も
と
駄

菓
子
屋
と
い
う
こ
と
と
、
住
所
の
地

名
に
ち
な
み
、「
万よ

ろ
づ
や屋 

こ
ん
ね
ん
だ
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
４
月
以
降
に
宿

泊
施
設
（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
兼
仕
事

場
（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）
と

し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

２
０
１
９
年
の
夏
か
ら
約
半
年

間
、
日
々
手
探
り
状
態
で
、
と
き
に

は
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
大
学
生
や
、
市

政
だ
よ
り
を
見
て
協
力
し
た
い
と

言
っ
て
く
れ
た
方
、
地
域
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
や
っ

て
み
よ
う
の
精
神
」
で
、
床
や
天
井

を
壊
し
た
り
、
お
風
呂
場
の
浴
槽
を

撤
去
し
た
り
と
、
空
き
家
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
多
く
の
方
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
完
成
ま
で
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
い

く
ら
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
拠
点
を
田
村
市
へ

の
移
住
の
入
り
口
や
交
流
人
口
の
創

出
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に
賑
わ

い
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

市
政
だ
よ
り
を
ご
覧

の
皆
さ
ま
も
、
お
近
く
ま
で
来
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
！

万屋こんねんだ できました

　

暖
か
く
な
り
、
外
出
し
や
す
く

な
っ
て
く
る
時
期
で
す
ね
。
皆
さ
ん

の
お
住
ま
い
の
地
区
の
集
会
所
や
公

民
館
な
ど
で
、
定
期
的
に
集
ま
り
身

体
を
動
か
し
、
お
花
見
や
茶
話
会
で

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る

『
運
動
サ
ロ
ン
』
が
あ
る
の
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
田
村
市
で
は
、
皆

さ
ん
の
元
気
づ
く
り
の
た
め
『
運
動

サ
ロ
ン
』
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
常
葉
町
久
保
地
区
で
活
動

し
て
い
る
運
動
サ
ロ
ン
「
久
保
元
気

会
」
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
活
動
場
所　
久
保
地
区
公
民
館

●
参
加
人
数　
10
人
程
度

●
主
な
活
動
日

第
４
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
活
動
内
容

　
元
気
筋
力
モ
リ
モ
リ
体
操
の
ほ
か

に
、
季
節
に
合
わ
せ
て
お
花
見
、
蕎

麦
打
ち
、
陶
芸
、
ま
た
、
防
災
や
詐

欺
予
防
の
勉
強
会
な
ど
も
自
分
達
で

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
開
催
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
春
か
ら
自
分
の
住
み
慣

お
花
見
し
な
が
ら

カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う
!!

運
動
サ
ロ
ン
活
動
の
ご
紹
介

れ
た
地
域
で
元
気
作
り

を
始
め
ま
せ
ん
か
？

運
動
サ
ロ
ン
に
関
し
て

も
っ
と
知
り
た
い
方

は
、
左
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
高
齢
福
祉
課
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▲『元気・筋力モリモリ体操』中の皆さん

▲常葉町久保元気会の皆さん


